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【効能・効果】 

アレルギー性鼻炎、蕁麻疹、皮膚疾患（湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症）に伴うそう痒 

 

【用法用量】 

通常、成人にはビラスチンとして 1回 20mgを 1日 1回空腹時に経口投与する。 

 

【特徴】 

 作用機序は抗ヒスタミン作用だが非鎮静性（Ｈ１受容体占拠率 20％以下）で、運転に関する注意喚起がない。

１日１回の服用で効果を発揮するが食事の影響を受けやすく、高脂肪食の食後に投与すると空腹時よりＡＵＣ

に 40％、Cmax に 60％と著しい吸収の低下がみられる。効果の発現が早いのも特徴であり、同様の作用機序で

あるフェキソフェナジンに比較して、皮膚炎、鼻炎の症状をごく投与初期から有意に抑制している。ただし、

長期投与におけるこれらの症状の抑制効果については有意な差は見られない。 

 

【副作用】 

国内臨床試験において、675 例中 16例（2.4%）に副作用が報告されている。主な副作用は、眠気 4例（0.6%）、

口渇および頭痛が各 2例（0.3%）だった（承認時）。 

 

【考察】 

新薬ということもあり、14 日間までの処方となるため、当面は急性の蕁麻疹などへの処方が中心になると考え

られる。まだビラノア錠を出したことのないＤｒも多いと思われるため、特に初回投与時、処方箋の用法の記載

に注意し、空腹時の服用を徹底していきたい。 

現在、抗ヒスタミン作用有する抗アレルギー薬は多数あり、その中で選択肢として残るためには明確なセール

スポイントが必要になる。効果の即効性、非鎮静性、服用回数 1回などといった特性を活かしてビラノアがアレ

ルギー治療の選択肢に残れるか、今後に着目していきたい。 

     

【質問事項】 

Ｑ１．一回 40mg（20mg×2）といった用法は想定されていないのか？ 

Ａ１．国内でのデータは無い。適応がなく、保険審査上ではねられる可能性は十分に考えられる。 

 

Ｑ２．小児への投与は可能か？ 

Ａ２．現在 15歳未満への適応は無い。海外では 12歳以上で適応となっている。今後取得予定。 

 

Ｑ３．粉砕や一包化は可能か？ 

Ａ３．試験の結果、一包化による割れや欠けは認められなかった。一包化は問題ないと思われる。10～15％のロ

スが見られたため、粉砕は推奨していない。 



 

Ｑ４．第何世代の薬として扱えばよいか？ 

Ａ４．第二世代。 

 


